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『
智
山
年
表
［
近
現
代
篇
］』
か
ら
の
語
彙
と
用
例
採
取
に
つ
い
て

―
「
講
義
・
講
伝
・
伝
授
」
―

田

村

宗

英

は
じ
め
に

　

智
山
伝
法
院
で
は
、
昨
年
度
よ
り
「
教
学
を
再
考
す
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
設
け
て
研
究
会
や
講
習
会
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
テ
ー

マ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
現
代
密
教
第
二
十
六
号
掲
載
の
巻
頭
言
や
論
文
等
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、
簡
単
に
そ
の

経
緯
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

僧
侶
の
学
び
は
事
相
と
教
相
の
双
修
が
基
本
で
あ
る
が
、
両
者
が
乖
離
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
こ
れ
ま
で
も
な

さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
で
は
真
言
密
教
の
伝
統
と
し
て
の
学
び
、「
教
学
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
考
え
て
み

た
場
合
、
一
般
的
に
使
っ
て
い
る
「
教
学
」
と
い
う
言
葉
自
体
も
甚
だ
不
明
確
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
問
題
点
と
し
て
浮
上

し
て
き
た
。
さ
ら
に
、「
教
学
」
と
の
関
係
性
が
深
い
「
講
義
・
講
伝
・
伝
授
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
も
範
疇
や
枠
組
み
が
明
示

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
考
察
が
「
教
学
を
再
考
す
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯



現代密教　第27号

― 94 ―

で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
言
葉
の
枠
組
み
や
範
疇
が
明
確
で
は
な
い
「
講
義
・
講
伝
・
伝
授
」
に
つ
い
て
過
去
の
用
例
に
遡
り
、
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
き
た
の
か
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
平
成
二
十
五
・
六
年
度
に
高
野
山
大
学
教
授
の
佐
藤
隆
彦
師
、

平
成
二
十
七
年
度
に
は
真
言
宗
豊
山
派
事
相
研
究
所
所
長
の
石
井
祐
聖
師
を
お
招
き
し
て
講
習
会
や
研
究
会
を
開
催（
１
）し

た
こ
と
を
背

景
と
し
て
い
る
。
両
師
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
教
学
」
と
関
連
す
る
「
講
義
・
講
伝
・
伝
授
」
に
つ
い
て
、
そ
の
言
葉
の
範
疇
や
使
い
分

け
等
に
つ
い
て
ご
講
義
頂
い
た
が
、
そ
の
中
で
も
本
研
究
で
は
石
井
師
に
ご
提
示
い
た
だ
い
た
分
類
資
料
、
こ
れ
は
真
言
宗
豊
山
派

宗
務
所
発
行
『
改
訂
増
補　

豊
山
年
表
』
か
ら
特
定
の
項
目
を
取
り
出
し
視
認
性
の
高
い
一
覧
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
資

料
と
作
成
方
法
を
参
考
に
し
て
取
り
組
ん
だ
。

　

研
究
範
囲
と
方
法
、
ま
た
採
取
し
た
語
彙
等
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

《
研
究
範
囲
と
方
法
》

●
明
治
期
以
降

●
『
智
山
年
表
［
近
現
代
篇
］』
か
ら
語
彙
と
用
例
を
採
取
し
、
一
覧
に
す
る
。

　

そ
の
上
で
、
特
定
の
傾
向
が
あ
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

《
採
取
し
た
語
彙
と
用
例
》

●
「
講
義
」「
講
伝
」「
伝
授
」
を
中
心
に
採
取
。

　

そ
れ
に
加
え
、「
講
義
」「
講
伝
」
と
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
「
開
講
」「
開
演
」
に
つ
い
て
も
採
取
の
範
囲
と
し
た
。
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『
智
山
年
表
［
近
世
篇
］』
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
一
覧
に
し
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
現
時
点
に
お
い
て
ま
だ
途
中
経
過
に

あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
加
え
、
近
世
と
近
現
代
を
同
じ
プ
ロ
セ
ス
の
上
で
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
か
等
、
検
討
事
項
が
多
数
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
回
は
近
現
代
だ
け
に
絞
っ
て
提
示
す
る
。

考
察
～
一
覧
化
か
ら
見
え
る
こ
と
～

　

使
わ
れ
て
い
る
回
数
が
最
も
多
い
の
は
「
伝
授
」
で
あ
り
、
次
い
で
「
講
義
」、「
講
伝
」
と
な
る
。
ま
た
、
補
足
的
に
採
取
し
た

「
開
講
」、「
開
演
」
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
が
「
講
義
」
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
以
下
、
平
成
二
十
五
～
二
十
七
年

度
に
開
催
さ
れ
た
講
習
会
と
研
究
会
で
の
内
容
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
使
用
回
数
の
多
い
順
に
考
察
し
て
い
き
た
い
。

一
、「
伝
授
」

　

使
用
回
数　

七
十
一
回

　

一
覧
表
か
ら
内
容
を
み
て
い
く
と
、
事
相
に
関
す
る
も
の
全
般
を
「
伝
授
」
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、

高
野
山
大
学
教
授
の
佐
藤
隆
彦
師
、
真
言
宗
豊
山
派
事
相
研
究
所
所
長
の
石
井
祐
聖
師
が
講
習
会
な
ら
び
に
研
究
会
で
述
べ
ら
れ
た

内
容
や
資
料
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。

　

ま
た
、
何
が
伝
授
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
当
然
な
が
ら
報
恩
院
流
が
一
番
多
く
約
五
〇
件
と
、
多
く
の
割
合
を
占
め
て

い
る
。
一
方
、
昭
和
初
期
ま
で
を
見
る
と
数
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
伝
法
院
流
や
中
性
院
流
、
西
院
流
、
三
宝
院
流
地
蔵
院
方
な
ど



現代密教　第27号

― 96 ―

の
伝
授
が
幅
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
こ
で
、
伝
授
の
会
場
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、
報
恩
院
流
以
外
の
伝
授
は
ほ

と
ん
ど
が
地
方
寺
院
で
の
開
催
で
あ
る
が
、
一
度
だ
け
智
積
院
に
お
い
て
、
明
治
四
十
二
年
二
月
二
十
一
日
に
瑜
伽
化
主
に
よ
る
伝

法
院
流
の
伝
授
が
開
か
れ
て
い
る
。
悉
曇
や
声
明
の
伝
授
も
目
に
着
く
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
講
伝
」
の
と
こ
ろ

で
み
て
い
き
た
い
。

二
、「
講
義
」

　

使
用
回
数　

二
十
九
回
（「
講
演
」
の
項
目
か
ら
内
容
的
に
「
講
義
」
を
示
し
て
い
る
も
の
を
含
め
る
と
四
十
一
回
）

　

主
に
智
山
専
門
学
林
な
ど
教
育
機
関
で
の
授
業
を
「
講
義
」
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
が
一
覧
表
か
ら
見
て
と
れ
る
。
ま
た
、

内
容
に
つ
い
て
は
、『
般
若
心
経
秘
鍵
』、『
即
身
成
仏
義
』
が
最
も
多
く
、
そ
の
他
『
大
日
経
疏
』、『
秘
蔵
宝
鑰
』、
そ
し
て
十
巻
章

全
般
の
講
義
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、「
講
義
」
と
し
て
分
類
さ
れ
る
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
と
、
高
野
の
佐
藤
師
、
豊
山
の
石
井
師
と
も
に
、「
講
義

は
、
教
相
全
般
。
二
十
五
巻
章
に
つ
い
て
使
用
さ
れ
る
」
と
の
見
解
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
再
度
一
覧
表
か
ら
内
容
を
確
認
し
て
い
く
と
二
十
五
巻
章
に
関
す
る
も
の
が
多
く
、
智
山
派
に
お
い
て
も

同
様
の
定
義
付
け
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。（
智
山
派
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
語
彙
の
定
義
付
け
に
つ
い
て
は
「
さ
い
ご
に
」

で
言
及
す
る
）

　

ま
た
、
石
井
師
は
豊
山
派
の
年
表
に
は
明
治
期
以
降
「
講
義
」
が
挙
げ
ら
れ
る
頻
度
が
極
端
に
少
な
く
な
る
と
指
摘
し
て
お
り
、

「
教
育
機
関
が
充
実
し
た
こ
と
で
明
治
以
降
の
講
義
が
年
表
に
は
載
ら
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
見
解
を
示
さ
れ
た
。
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つ
ま
り
、
特
別
な
講
義
に
つ
い
て
の
み
取
り
上
げ
て
い
る
た
め
年
表
に
は
載
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

智
山
派
に
お
い
て
も
豊
山
派
と
同
じ
意
味
内
容
で
「
講
義
」
を
扱
っ
て
い
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
が
、
豊
山
派
と
は
違
っ
て
教
育
機

関
で
の
授
業
に
つ
い
て
も
き
ち
ん
と
取
り
上
げ
て
い
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
年
表
か
ら
採
取
で
き
る
数
も
講
伝
よ
り
多
く
な
っ
て
い

る
。

三
、「
講
伝
」

　

使
用
回
数　

十
一
回
（
内
容
的
に
伝
授
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
一
回
含
ま
れ
る
。「
開
講
」「
開
演
」
の
中
か
ら
該
当
す
る

も
の
を
含
め
る
と
＋
二
回
＝
十
三
回
）

　

使
用
回
数
が
か
な
り
少
な
い
が
、
内
容
に
つ
い
て
見
て
い
く
な
ら
ば
、『
理
趣
経
』
が
一
番
多
く
（
三
回
）、
次
い
で
『
大
日
経
奥

疏
』（
二
回
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
と
同
じ
く
「
講
伝
」
と
し
て
分
類
さ
れ
る
内
容
を
確
認
す
る
な
ら
ば
、
高
野
の
佐
藤
師
と
豊
山

の
石
井
師
と
も
に
『
大
日
経
奥
疏
』、『
金
剛
頂
経
』、『
理
趣
経
』、
秘
密
儀
軌
、『
秘
蔵
記
』、『
御
遺
告
』、
曼
荼
羅
を
挙
げ
て
お
り
、

智
山
派
に
お
い
て
も
同
じ
使
い
方
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
佐
藤
師
・
石
井
師
と
も
に
「
講
伝
」
と
い
う
言
葉
は
明
治
期
以
降
に
定
着
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
を
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
智
山
伝
法
院
嘱
託
研
究
員
の
貝
谷
隆
慧
師
は
現
代
密
教
第
二
十
六
号
「
講
伝
の
意
義
と
そ
の
濫
觴（
２
）」
に
お
い

て
、
高
野
山
の
学
匠
道
応
（
一
八
〇
六
―
一
八
七
五
）
に
よ
る
『
秘
蔵
記
鈔
』
の
奥
書
に
「
明
治
三
年
庚
午
十
一
月
当
記
講
伝
」
と

あ
る
の
を
「
講
伝
」
の
初
例
と
し
て
挙
げ
、「
講
伝
と
い
う
言
葉
が
、
今
日
の
意
味
で
、
真
言
宗
内
に
お
い
て
広
く
知
ら
れ
、
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
明
治
の
終
わ
り
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
今
回
作
成
し
た
一
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覧
表
か
ら
「
講
伝
」
の
一
番
古
い
例
を
取
り
出
す
と
明
治
十
五
年
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
貝
谷
師
の
指
摘
を
裏
付
け
て
い
る
も
の

と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
か
ら
、
悉
曇
や
声
明
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。
他
宗
に
つ
い
て
は
佐
藤
師
や
石
井
師
の
講
義
や
資
料
よ
り
知
り
得
る

の
み
で
あ
る
が
、
豊
山
派
の
場
合
、
悉
曇
は
「
伝
授
」
に
の
み
分
類
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
智
山
派
に
お
い

て
は
「
伝
授
」
だ
け
で
は
な
く
「
講
伝
」
に
も
分
類
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
声
明（
３
）に

つ
い
て
も
、
智
山
派
で
は
悉
曇
と
同
じ
く
「
伝

授
」
お
よ
び
「
講
伝
」
に
も
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
智
山
特
有
の
傾
向
と
し
て
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

さ
い
ご
に

　

こ
れ
ま
で
主
に
平
成
二
十
五
～
二
十
七
年
度
に
開
催
さ
れ
た
講
習
会
・
研
究
会
で
の
内
容
と
そ
れ
ぞ
れ
の
語
彙
の
使
用
頻
度
か
ら

分
か
り
得
る
事
柄
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
こ
れ
は
佐
藤
師
と
石
井
師
を
通
し
て
高
野
山
真
言
宗
や
豊
山
派
の
見
解
と
『
智
山
年
表
』

に
お
け
る
語
彙
の
使
用
頻
度
、
つ
ま
り
智
山
派
と
の
相
関
関
係
を
み
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
最
後
に
智
山
派
内
部
で
「
講
義
・
講

伝
・
伝
授
」
の
定
義
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
を
言
及
し
て
お
き
た
い
。

　

智
山
伝
法
院
教
授
の
小
林
靖
典
師
は
現
代
密
教
第
二
十
六
号
「『
大
日
経
』
の
講
伝
に
つ
い
て
―
我
々
は
何
を
伝
え
て
い
く
べ
き

か
―（
４
）」

の
冒
頭
部
分
で
、
講
義
・
講
伝
・
伝
授
の
定
義
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
小
林
師
は
平
成
二
十
五
年
度
の
開
催
さ
れ

た
講
習
会
で
の
佐
藤
師
の
見
解
、
そ
し
て
智
山
講
伝
所
所
員
の
石
川
照
貴
師
に
よ
る
講
習
会
に
お
い
て
同
様
の
定
義
付
け
が
さ
れ
て

い
る
と
し
て
、
そ
の
説
を
補
強
す
べ
く
長
谷
寶
秀
師
や
小
田
慈
舟
師
、
山
崎
泰
廣
師
の
著
作
か
ら
該
当
箇
所
を
引
用
し
、
講
義
は
教

相
、
伝
授
は
事
相
、
講
伝
は
事
教
の
二
相
に
つ
い
て
説
か
れ
る
も
の
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
貝
谷
師
も
小
林
師
と
同

様
の
見
解
を
示
し
て
お
り
、
上
述
の
論
文
冒
頭
で
事
相
と
教
相
、
そ
し
て
講
義
・
講
伝
・
伝
授
の
定
義
付
け
及
び
内
容
の
種
類
分
け
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を
提
示
し
、
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
語
彙
の
典
拠
を
『
大
日
経
疏
』
や
高
岡
隆
心
師
述
・
細
川
孝
源
師
記
『
両
部
曼
荼
羅
大
意
』
等
に

求
め
て
記
し
て
い
る（
５
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
小
林
師
、
貝
谷
師
と
も
に
智
山
派
の
学
匠
か
ら
は
典
拠
を
ほ
と
ん
ど
求
め
て
い
な
い
点
が
気
に
な
る
。

こ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
智
山
派
の
学
匠
が
残
し
て
い
る
著
作
等
で
は
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
が
、
今
回
作
成
し
た
一
覧
表
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
語
彙
の
使
用
傾
向
に
よ
っ
て
、
ま
た
平
成
二
十
五
～
二
十
七
年
度
の
講
習
会
及
び

研
究
会
で
示
さ
れ
た
内
容
等
か
ら
、
智
山
派
に
お
い
て
も
他
宗
と
同
様
の
定
義
付
け
を
も
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、「
講
義
・
講
伝
・
伝
授
」
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
語
彙
は
、
真
言
宗
全
体
に
お
い
て
ほ
ぼ
同
じ
定
義
付
け
で
使
用
さ
れ
て
い

た
と
判
断
さ
れ
る
。

［
凡
例
］

・「
伝
授
」
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
他
山
に
お
い
て
受
者
と
し
て
参
加
し
た
と
い
う
よ
う
な
記
事
に
つ
い
て
は
省
い
た
。

・
著
作
名
に
「
講
義
・
講
伝
・
伝
授
」
と
い
う
用
語
が
入
っ
て
い
る
記
事
に
つ
い
て
は
省
い
た
。

・「
開
講
」
に
つ
い
て
は
意
味
内
容
か
ら
「
講
伝
」
も
し
く
は
「
講
義
」
に
割
り
振
り
を
し
た
。

・『
智
山
年
表
［
近
現
代
篇
］』
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
が
、
書
籍
名
に
関
し
て
は
『
』
で
示
す
よ
う
に
こ
ち
ら
で
統
一
し
た
。
ま
た
、
事
項
の

文
末
に
あ
る
［
中
外
二
〇
〇
〇
］
等
と
い
う
表
記
は
『
智
山
年
表
［
近
現
代
篇
］』
の
編
纂
過
程
で
典
拠
に
し
た
資
料
を
示
し
た
略
号
で
あ
る
。
詳
し
く

は
『
智
山
年
表
［
近
現
代
篇
］』
の
「
出
典
一
覧
」
を
参
照
の
こ
と
。
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《
伝
授
》

番
号

西
　
暦

和
　
暦

月
　
日

事
　
　
　
項

１

一
八
七
六

明
治
九

十
月
二
日

智
積
院
に
お
い
て
、
丹
藤
前
化
主
に
よ
り
六
十
日
間
に
わ
た
る
報
恩
院
流
伝
授
が
開
筵
す
る
。［
明
教
三
四
七
］

２

一
八
七
七

明
治
十

六
月

智
積
院
に
お
い
て
、
佐
々
木
化
主
に
よ
り
、
悉
曇
切
続
伝
授
が
開
筵
さ
れ
る
。［
明
教
四
八
八
］

３

一
八
七
九

明
治
十
二

九
月
三
日

智
積
院
に
お
い
て
、
松
平
化
主
に
よ
る
報
恩
院
流
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
。［
明
教
八
六
〇
・
八
六
六
］

４

一
八
八
〇

明
治
十
三

一
月
一
日

智
山
専
門
学
林
東
校
に
お
い
て
松
平
化
主
に
よ
る
悉
曇
切
次
、
普
通
諸
大
事
の
伝
授
が
開
筵
す
る
。［
明
教
九

二
一
］

５

一
八
八
〇

明
治
十
三

二
月
二
十
一
日

智
山
専
門
学
林
東
校
に
お
い
て
松
平
化
主
に
よ
り
、
中
性
院
流
の
伝
授
が
勤
修
さ
れ
る
。［
明
教
九
三
三
・
九

四
〇
・
九
四
四
］

６

一
八
八
〇

明
治
十
三

四
月
二
十
五
日

金
剛
宥
性
が
醍
醐
寺
に
お
い
て
幸
心
一
流
伝
授
を
開
筵
、
六
月
十
日
に
初
重
を
印
可
す
る
。［
明
教
九
九
七
］

７

一
八
八
二

明
治
十
五

一
月
十
七
日

智
積
院
に
お
い
て
化
主
代
理
で
元
醍
醐
寺
座
主
金
剛
宥
性
を
大
阿
闍
梨
と
し
て
、
報
恩
院
方
一
流
伝
授
が
開

筵
す
る
。［
明
教
一
二
六
七
］

８

一
八
八
三

明
治
十
六

六
月
二
十
五
日

浅
草
吉
祥
院
に
お
い
て
、
金
剛
宥
性
大
阿
闍
梨
に
よ
る
幸
心
方
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
（
～
二
十
九
日
）。［
明

教
一
四
八
〇
・
一
五
四
四
］

９

一
八
八
五

明
治
十
八

二
月
十
六
日

京
都
北
野
大
報
恩
寺
に
お
い
て
、
滝
承
天
が
発
起
人
と
な
り
、
志
州
法
雲
阿
闍
梨
を
招
き
、
曼
荼
羅
の
伝
授

が
開
筵
す
る
。［
明
教
二
三
三
七
］

10

一
八
八
八

明
治
二
十
一

六
月
一
日

智
積
院
に
お
い
て
、
化
主
代
理
の
金
剛
宥
性
の
も
と
、
伝
法
院
流
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
。［
明
教
一
六
八
二
・

一
六
八
九
・
一
七
一
四
］

11

一
八
八
八

明
治
二
十
一

七
月
六
日

埼
玉
県
菖
蒲
吉
祥
院
に
お
い
て
文
屋
晋
数
を
大
阿
闍
梨
に
招
請
し
、
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
。［
明
教
二
三
九
七
］
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12

一
八
八
九

明
治
二
十
二

二
月
二
十
日

東
京
大
井
来
福
寺
に
お
い
て
、
文
屋
晋
数
大
阿
闍
梨
に
よ
り
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
。［
明
教
二
五
三
〇
］

13

一
八
八
九

明
治
二
十
二

七
月

智
積
院
に
お
い
て
川
崎
大
師
平
間
寺
前
住
職
佐
伯
隆
基
が
大
阿
闍
梨
と
な
り
報
恩
院
流
一
流
伝
授
が
開
筵
す

る
（
～
八
月
）。［
明
教
二
五
八
七
］

14

一
八
九
〇

明
治
二
十
三

八
月

川
崎
大
師
平
間
寺
に
お
い
て
同
寺
前
住
職
佐
伯
隆
基
大
阿
闍
梨
に
よ
り
幸
心
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
（
～
二

十
五
日
）。［
明
教
二
七
六
三
］

15

一
八
九
一

明
治
二
十
四

二
月
二
十
一
日

滋
賀
県
阪
田
郡
悉
地
院
に
お
い
て
伴
佐
大
住
大
阿
闍
梨
に
よ
り
幸
心
方
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
（
～
五
月
二

十
九
日
）。［
密
厳
三
一
・
三
二
・
四
二
］

16

一
八
九
一

明
治
二
十
四

五
月
二
十
日

埼
玉
蕨
三
学
院
に
お
い
て
金
剛
化
主
大
阿
闍
梨
に
よ
り
広
沢
方
西
院
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
（
～
二
十
一
日
）。

［
密
厳
三
七
・
三
九
・
四
二
、
明
教
二
八
七
六
・
二
八
九
〇
・
二
九
〇
二
］

17

一
八
九
一

明
治
二
十
四

八
月
二
十
六
日

新
潟
佐
渡
慶
宮
寺
に
お
い
て
報
恩
院
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
（
～
十
月
七
日
）。［
密
厳
五
一
］

18

一
八
九
一

明
治
二
十
四

九
月
十
二
日

埼
玉
県
遍
照
院
に
お
い
て
文
屋
晋
数
大
阿
闍
梨
に
よ
り
幸
心
方
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
。［
密
厳
四
七
・
四
九
］

19

一
八
九
一

明
治
二
十
四

九
月
二
十
日

高
幡
不
動
金
剛
寺
に
お
い
て
金
剛
宥
性
が
大
阿
闍
梨
と
な
り
幸
心
流
伝
授
が
開
筵
す
る
（
～
十
一
月
八
日
）。［
密

厳
四
一
・
五
三
、
明
教
二
八
九
八
・
二
九
四
〇
］

20

一
八
九
二

明
治
二
十
五

十
一
月
二
十
七
日

真
言
宗
新
義
派
有
志
が
発
起
人
と
な
り
、
埼
玉
県
中
山
金
剛
寺
に
お
い
て
文
屋
晋
数
を
大
阿
闍
梨
に
迎
え
、

幸
心
方
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
。［
密
厳
七
六
、
明
教
三
一
五
一
］

21

一
八
九
三

明
治
二
十
六

十
一
月
三
日

新
潟
県
三
島
郡
薬
師
寺
に
お
い
て
三
宝
院
流
地
蔵
院
方
の
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
。［
密
厳
九
九
］

22

一
八
九
四

明
治
二
十
七

一
月
二
十
三
日

新
義
派
大
学
林
に
お
い
て
同
大
学
林
講
師
船
岡
芳
勝
大
阿
闍
梨
に
よ
り
幸
心
方
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
。［
密

厳
一
〇
五
］

23

一
八
九
七

明
治
三
十

四
月
八
日

東
京
千
住
慈
眼
寺
に
お
い
て
幸
心
方
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
。［
密
厳
一
七
九
］
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24

一
八
九
七

明
治
三
十

五
月
一
日

智
積
院
に
お
い
て
三
神
化
主
を
大
阿
闍
梨
と
し
て
三
宝
院
幸
心
方
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
。［
密
厳
一
八
一
、

伝
灯
一
三
九
、
明
教
三
九
二
〇
］

25

一
八
九
七

明
治
三
十

六
月
十
六
日

新
義
派
大
学
林
に
お
い
て
三
神
化
主
大
阿
闍
梨
に
よ
り
幸
心
方
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
。［
密
厳
一
八
三
・
一

八
六
］

26

一
八
九
九

明
治
三
十
二

四
月
十
五
日

真
言
宗
新
義
派
大
学
林
に
お
い
て
主
管
瑜
伽
教
如
に
よ
り
声
明
法
式
が
伝
授
さ
れ
る
。［
明
教
四
二
七
七
］

27

一
九
〇
二

明
治
三
十
五

十
月
一
日

東
京
愛
宕
真
福
寺
に
お
い
て
、
瑜
伽
化
主
大
阿
闍
梨
に
よ
り
、
幸
心
流
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
。［
智
嶺
一
八
・

二
〇
］

28

一
九
〇
六

明
治
三
十
九

四
月

智
積
院
に
お
い
て
、
瑜
伽
化
主
阿
闍
梨
の
も
と
、
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
。［
中
外
一
八
七
四
］

29

一
九
〇
六

明
治
三
十
九

七
月
二
十
一
日

瑜
伽
化
主
が
、
千
葉
県
君
津
神
野
寺
に
御
親
教
し
、
伝
法
灌
頂
、
一
流
伝
授
声
明
悉
曇
等
の
伝
授
、
受
明
灌
頂
、

結
縁
灌
頂
を
勤
修
す
る
（
～
九
月
九
日
）。［
智
嶺
六
七
、
加
持
六
―

一
〇
］

30

一
九
〇
七

明
治
四
十

三
月
三
十
日

瑜
伽
化
主
が
新
潟
へ
御
親
教
し
、
不
動
院
に
お
け
る
灌
頂
修
行
、
各
地
で
の
菩
諏
会
に
臨
席
、
如
法
寺
で
の

一
流
伝
授
等
を
勤
修
す
る
（
～
六
月
七
日
）。［
智
嶺
七
四
・
七
五
・
七
六
、
加
持
七
―

三
］

31

一
九
〇
八

明
治
四
十
一

十
一
月
七
日

瑜
伽
化
主
は
浄
土
宗
有
志
の
懇
請
に
よ
り
大
雲
院
に
お
い
て
悉
曇
を
伝
授
す
る
（
～
八
日
）。［
智
嶺
九
四
］

32

一
九
〇
九

明
治
四
十
二

二
月
二
十
一
日

智
積
院
に
お
い
て
、
瑜
伽
化
主
に
よ
る
、
伝
法
院
流
の
伝
授
が
開
筵
す
る
。［
智
嶺
九
四
、
中
外
二
六
三
二
・

三
八
四
五
］

33

一
九
一
二

明
治
四
十
五

六
月
二
日

愛
媛
県
太
山
寺
に
お
い
て
、
宮
崎
智
全
を
大
阿
闍
梨
に
幸
心
方
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
。［
智
嶺
一
三
七
］

34

一
九
一
二

大
正
元

十
月
一
日

東
京
根
岸
西
蔵
院
に
お
い
て
、
瑜
伽
前
化
主
大
阿
闍
梨
に
よ
る
大
伝
法
院
流
一
流
伝
授
を
開
筵
す
る
（
三
十

日
間
）。［
智
嶺
一
三
八
、
中
外
三
八
四
五
］

35

一
九
一
三

大
正
二

二
月
十
五
日

埼
玉
県
入
間
大
智
寺
に
お
い
て
、
瑜
伽
前
化
主
に
よ
る
大
伝
法
院
流
伝
授
が
開
筵
す
る
。［
智
嶺
一
四
一
、
六

大
四
八
四
、
中
外
三
九
五
九
］
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36

一
九
一
三

大
正
二

十
月
六
日

針
城
県
鹿
島
般
若
寺
に
お
い
て
、
瑜
伽
前
化
主
が
伝
法
院
流
悉
曇
声
明
の
伝
授
を
開
筵
す
る
（
～
二
十
八
日
）。

［
智
嶺
一
五
一
・
一
五
四
］

37

一
九
一
五

大
正
四

十
月
四
日

東
京
亀
戸
普
門
院
に
お
い
て
朝
倉
玉
雅
大
阿
闍
梨
の
も
と
幸
心
流
伝
授
が
開
筵
す
る
（
～
十
一
月
四
日
）。［
智

嶺
一
七
五
・
一
七
七
］

38

一
九
一
六

大
正
五

十
月
一
日

高
尾
山
薬
王
院
に
お
い
て
瑜
伽
前
化
主
大
阿
闍
梨
の
も
と
、
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
。［
智
嶺
一
八
八
］

39

一
九
一
八

大
正
七

十
月
十
五
日

埼
玉
県
蕨
三
学
院
に
お
い
て
瑜
伽
元
化
主
に
よ
る
幸
心
流
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
（
～
二
十
七
日
）。［
智
嶺

二
一
七
］

40

一
九
一
八

大
正
七

十
一
月
七
日

大
須
観
音
宝
生
院
に
お
い
て
瑜
伽
元
化
主
に
よ
る
悉
曇
声
明
伝
授
が
開
筵
す
る
（
～
二
十
四
日
）。［
智
嶺
二

一
三
、
中
外
五
七
六
二
］

41

一
九
一
九

大
正
八

十
月
一
日

埼
玉
県
蕨
三
学
院
に
お
い
て
瑜
伽
元
化
主
に
よ
る
第
二
回
目
の
幸
心
流
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
（
～
十
四
日
）。

［
智
嶺
二
二
五
］

42

一
九
一
九

大
正
八

十
月
十
五
日

埼
玉
県
鳩
ヶ
谷
地
蔵
院
に
お
い
て
瑜
伽
元
化
主
戒
師
に
よ
り
授
菩
諏
戒
会
が
勤
修
さ
れ
る
。
十
九
、
二
十
日

に
は
、
臨
終
大
事
の
伝
授
が
開
筵
す
る
。［
智
嶺
二
二
五
］

43

一
九
二
〇

大
正
九

五
月
一
日

針
城
県
鹿
島
般
若
寺
に
お
い
て
、
宮
崎
智
全
大
阿
闍
梨
に
よ
り
西
大
寺
流
曼
荼
羅
伝
授
が
開
筵
す
る
。［
智
嶺

二
三
〇
］

44

一
九
二
二

大
正
十
一

十
月
二
日

東
京
根
岸
西
蔵
院
に
お
い
て
声
明
・
十
結
が
伝
授
修
行
さ
れ
る
。
瑜
伽
前
化
主
大
阿
闍
梨
を
勤
め
る
。［
智
嶺

二
五
六
］

45

一
九
二
三

大
正
十
二

四
月
十
六
日

東
京
亀
井
戸
普
門
院
に
お
い
て
瑜
伽
前
化
主
の
喜
寿
記
念
伝
授
（
幸
心
方
一
流
・
声
明
）
が
開
筵
す
る
（
～

三
十
日
）。［
智
嶺
二
六
四
］

46

一
九
二
五

大
正
十
四

四
月
十
日

宗
務
所
に
お
い
て
瑜
伽
元
化
主
を
大
阿
闍
梨
と
し
て
幸
心
方
一
流
伝
授
を
開
筵
す
る
（
～
二
十
三
日
）。［
智

嶺
二
八
八
・
二
九
〇
］
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47

一
九
二
八

昭
和
三

五
月
二
十
一
日

千
葉
県
八
日
市
場
福
善
寺
に
お
い
て
林
田
光
禅
を
講
師
と
し
て
幸
心
流
四
度
伝
授
を
開
筵
す
る
（
～
三
十
日
）。

［
智
報
一
一
・
一
二
、
中
外
八
六
〇
七
］

48

一
九
三
六

昭
和
十
一

十
月

宗
務
所
に
お
い
て
川
崎
弁
竜
が
大
阿
闍
梨
と
な
り
三
宝
院
流
幸
心
方
一
流
伝
授
が
開
筵
さ
れ
る
。［
六
大
一
六

八
八
］

49

一
九
四
八

昭
和
二
十
三

四
月
十
七
日

出
流
山
満
願
寺
に
お
い
て
、
高
井
化
主
を
阿
闍
梨
と
し
て
一
流
伝
授
を
開
筵
す
る
。［
宗
報
四
、
六
大
二
二
一
二
］

50

一
九
五
六

昭
和
三
十
一

十
月
二
日

別
院
真
福
寺
に
お
い
て
宗
務
庁
主
催
、
東
京
五
教
区
・
神
奈
川
教
区
協
賛
で
倉
持
化
主
を
大
阿
闍
梨
に
三
宝

院
流
幸
心
方
の
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
（
～
六
日
）。［
宗
報
八
六
・
八
七
、
六
大
二
四
八
七
・
二
四
九
一
］

51

一
九
五
七

昭
和
三
十
二

五
月
十
日

新
潟
第
一
教
区
一
番
照
明
寺
に
お
い
て
、
新
潟
全
教
区
主
催
に
よ
る
倉
持
化
主
の
御
親
教
な
ら
び
に
一
流
伝

授
が
開
筵
す
る
（
～
十
二
日
）。［
宗
報
九
三
・
九
五
、
六
大
二
五
六
一
］

52

一
九
六
六

昭
和
四
十
一

三
月
十
二
日

別
院
真
福
寺
に
お
い
て
、
秋
山
化
主
に
よ
る
不
動
法
お
よ
び
諸
切
紙
の
一
流
伝
授
が
開
莚
す
る
。［
宗
報
一
八
八
、

六
大
二
八
一
六
］

53

一
九
六
七

昭
和
四
十
二

七
月
二
十
七
日

埼
玉
第
三
教
区
十
番
遍
照
院
に
お
い
て
、
秋
山
化
主
に
よ
る
不
動
法
を
中
心
と
す
る
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
。

［
宗
報
二
〇
六
］

54

一
九
七
五

昭
和
五
十

七
月
二
十
三
日

新
潟
第
三
教
区
三
十
一
番
成
就
院
に
お
い
て
、
那
須
前
化
主
に
よ
る
報
恩
院
流
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
（
～

二
十
九
日
）。［
宗
報
二
九
九
］

55

一
九
七
六

昭
和
五
十
一

六
月
十
七
日

新
潟
第
三
教
区
三
十
一
番
成
就
院
に
お
い
て
、
那
須
元
化
主
に
よ
り
第
二
回
目
の
報
恩
院
流
一
流
伝
授
が
開

筵
す
る
（
～
二
十
二
日
）。［
宗
報
三
〇
七
］

56

一
九
七
七

昭
和
五
十
二

六
月
二
十
一
日

新
潟
第
三
教
区
三
十
一
番
成
就
院
に
お
い
て
、
那
須
元
化
主
に
よ
り
第
三
回
目
の
報
恩
院
流
一
流
伝
授
が
開

筵
す
る
（
～
二
十
五
日
）。［
宗
報
三
二
一
］

57

一
九
八
一

昭
和
五
十
六

十
一
月
二
十
五
日

別
院
真
福
寺
に
お
い
て
、
那
須
元
化
主
に
よ
る
第
一
回
報
恩
院
流
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
。［
宗
報
三
七
二
・

三
七
三
］
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58

一
九
八
二

昭
和
五
十
七

五
月
十
三
日

別
院
真
福
寺
に
お
い
て
、
那
須
元
化
主
阿
闍
梨
に
よ
る
第
二
回
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
（
～
十
五
日
）。［
宗

報
三
八
〇
・
三
八
一
］

59

一
九
八
二

昭
和
五
十
七

十
月
六
日

別
院
真
福
寺
に
お
い
て
、
那
須
元
化
主
阿
闍
梨
に
よ
る
第
三
回
一
流
伝
授
が
開
筵
す
る
（
～
八
日
）。［
宗
報

三
八
六
］

60

一
九
八
五

昭
和
六
十

五
月
三
十
一
日

栃
木
中
央
教
区
生
福
寺
に
お
い
て
、
東
海
教
区
福
生
寺
松
平
実
禅
大
阿
闍
梨
の
も
と
聖
天
供
作
法
の
伝
授
が

開
筵
す
る
。［
宗
報
四
一
九
］

61

一
九
八
五

昭
和
六
十

十
月
六
日

智
積
院
に
お
い
て
、
御
遠
忌
記
念
と
し
て
出
版
さ
れ
た
『
薄
双
紙
』
の
伝
授
が
開
筵
す
る
（
～
九
日
）。
伝
授

は
智
山
講
伝
所
顧
問
藤
井
竜
心
と
三
神
栄
昇
。［
宗
報
四
二
〇
・
四
二
三
、
六
大
三
四
四
七
、
中
外
二
三
四
一

二
・
二
三
四
二
四
］

62

一
九
九
一

平
成
三

一
月
二
十
一
日

藤
井
化
主
大
阿
闍
梨
の
も
と
、
仁
王
会
伝
授
が
開
筵
さ
れ
る
（
～
二
十
四
日
）。［
宗
報
四
八
二
・
四
八
六
］

63

一
九
九
八

平
成
十

六
月
十
八
日

宗
務
庁
大
講
堂
に
お
い
て
、
智
山
青
年
連
合
会
主
催
「
諸
法
会
要
集
」
作
法
部
伝
授
会
が
開
催
さ
れ
る
。［
宗

報
五
七
五
］

64

一
九
九
八

平
成
十

十
月
二
十
六
日

近
藤
化
主
（
お
手
替
り
佐
藤
良
盛
）
大
阿
闍
梨
の
も
と
、
報
恩
院
流
一
流
伝
授
第
一
会
が
開
筵
す
る
（
～
二

十
九
日
）。［
宗
報
五
七
三
・
五
七
九
・
六
二
八
］

65

一
九
九
九

平
成
十
一

二
月
十
六
日

近
藤
化
主
お
手
替
り
と
し
て
佐
藤
良
盛
大
阿
闍
梨
の
も
と
、
報
恩
院
流
一
流
伝
授
第
二
会
が
開
筵
さ
れ
る
（
～

十
八
日
）。［
宗
報
五
七
九
・
五
八
二
・
六
二
八
］

66

一
九
九
九

平
成
十
一

九
月
二
十
九
日

近
藤
化
主
お
手
替
り
と
し
て
大
森
竜
澄
大
阿
闍
梨
の
も
と
、
報
恩
院
流
一
流
伝
授
第
三
会
が
開
筵
す
る
（
～

十
月
二
日
）。［
宗
報
五
八
七
・
五
九
〇
・
六
二
八
］

67

二
〇
〇
〇

平
成
十
二

四
月
二
十
日

智
積
院
に
お
い
て
、
宮
坂
化
主
に
よ
る
阿
字
観
伝
授
会
が
挙
行
さ
れ
る
。［
宗
報
五
九
四
、
六
大
三
九
〇
一
］

68

二
〇
〇
〇

平
成
十
二

十
一
月
二
十
九
日

智
積
院
に
お
い
て
、
宮
坂
化
主
を
阿
闍
梨
と
し
て
、
報
恩
院
流
一
流
伝
授
第
四
会
が
開
筵
す
る
［
宗
報
六
〇
二
・

六
〇
三
・
六
二
八
、
文
化
一
〇
八
四
三
］

�

※
第
一
〜
三
会
に
つ
い
て
の
記
事
な
し
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69

二
〇
〇
一

平
成
十
三

十
一
月
二
十
六
日

智
積
院
に
お
い
て
、
宮
坂
化
主
大
阿
闍
梨
の
も
と
報
恩
院
流
一
流
伝
授
第
五
会
が
開
筵
す
る
（
～
三
十
日
）。［
宗

報
六
一
三
・
六
一
六
・
六
二
八
、
文
化
一
〇
九
四
一
］

70

二
〇
〇
二

平
成
十
四

二
月
五
日

智
積
院
会
館
に
お
い
て
、
宮
坂
宥
勝
大
阿
闍
梨
の
も
と
報
恩
院
流
一
流
伝
授
第
六
会
が
開
筵
す
る
。［
宗
報
六

一
六
・
六
一
九
・
六
二
八
、
文
化
一
〇
九
五
六
］

71

二
〇
〇
二

平
成
十
四

十
一
月
二
十
六
日

智
積
院
に
お
い
て
、
宮
坂
化
主
大
阿
闍
梨
の
も
と
、
報
恩
院
流
一
流
伝
授
第
七
会
が
開
筵
す
る
（
～
二
十
九
日
）。

併
せ
て
受
者
に
許
可
印
信
お
よ
び
伝
授
目
録
が
授
与
さ
れ
る
。［
宗
報
六
二
六
・
六
二
八
］
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《
講
義
》

番
号

西
　
暦

和
　
暦

月
　
日

事
　
　
　
項

１

一
八
七
五

明
治
八

十
月
十
七
日

智
積
院
に
お
い
て
、
金
剛
宥
性
が
『
般
若
心
経
秘
鍵
』、『
即
身
成
仏
義
』、『
大
乗
起
信
論
』
等
を
講
義
す

る
。［
明
教
一
八
七
］

２

一
八
七
五

明
治
八

十
一
月
二
十
二
日

真
言
宗
大
教
院
は
、
佐
々
木
化
主
が
、
東
京
愛
宕
真
福
寺
に
お
い
て
「
十
巻
章
」
を
講
義
す
る
。［
明
教
二
〇
〇
］

３

一
八
七
六

明
治
九

十
二
月

金
剛
宥
性
、
小
野
随
心
院
に
お
い
て
『
原
人
論
』
を
講
義
す
る
。［
智
誌
］

４

一
八
七
七

明
治
十

二
月
十
九
日

智
積
院
に
お
い
て
、
佐
々
木
化
主
が
、『
真
言
宗
即
身
成
仏
義
章
』
と
『
成
唯
識
論
述
記
』
を
講
義
す
る
。［
明

教
四
二
七
］

５

一
八
七
七

明
治
十

二
月

京
都
山
城
蟹
満
寺
伊
佐
弁
盈
が
、
大
和
法
隆
寺
に
お
い
て
『
大
日
経
疏
』
を
講
義
す
る
。［
明
教
四
二
八
］

６

一
八
七
七

明
治
十

四
月

浄
土
宗
知
恩
院
に
お
い
て
丹
藤
前
化
主
が
、『
唯
識
論
』
を
講
義
す
る
。［
明
教
四
四
六
］

７

一
八
七
七

明
治
十

五
月
八
日

智
積
院
に
お
い
て
佐
々
木
化
主
が
、『
声
字
義
』
と
『
吽
字
義
』
を
講
義
す
る
。［
明
教
四
六
〇
］

８

一
八
七
七

明
治
十

八
月
十
二
日

智
積
院
山
内
の
智
山
専
門
学
林
西
校
の
開
校
式
が
挙
行
さ
れ
、
佐
々
木
化
主
導
師
の
も
と
、
大
般
若
経
転

読
会
が
勤
修
さ
れ
る
。
翌
十
三
日
、
佐
々
木
化
主
が
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
の
講
義
を
行
う
。［
明
教
五
一
一
］

９

一
八
七
七

明
治
十

十
月
十
二
日

東
京
愛
宕
真
福
寺
の
智
山
専
門
学
林
東
校
の
開
校
式
に
あ
た
り
、
佐
々
木
化
主
・
中
谷
範
寿
の
『
般
若
心

経
秘
鍵
』『
錫
杖
経
』
の
講
義
お
よ
び
論
義
法
要
が
勤
修
さ
れ
る
。［
明
教
五
三
二
・
五
三
七
］

10

一
八
七
八

明
治
十
一

四
月
十
日

浄
土
宗
知
恩
院
に
お
い
て
丹
藤
元
化
主
が
、『
三
類
境
』
を
講
義
す
る
。［
明
教
六
二
二
］

11

一
八
七
八

明
治
十
一

七
月
一
日

吉
堀
慈
恭
が
『
即
身
成
仏
義
』
を
講
義
す
る
。［
明
教
六
六
〇
］
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12

一
八
七
八

明
治
十
一

八
月
二
十
一
日

智
山
専
門
学
林
西
校
に
お
い
て
丹
藤
前
化
主
が
、『
即
身
成
仏
義
』『
百
法
問
答
鈔
』
の
講
義
を
行
う
。
本

願
寺
・
知
恩
院
等
の
他
門
を
含
め
、
数
十
人
の
参
聴
あ
り
。［
明
教
六
八
七
］

13

一
八
七
八

明
治
十
一

（
こ
の
年
）

増
上
寺
に
お
い
て
佐
々
木
化
主
が
『
義
林
章
』
を
講
義
す
る
。［
智
誌
］

14

一
八
七
九

明
治
十
二

三
月
五
日

船
岡
芳
勝
が
『
秘
蔵
宝
鑰
』
を
講
義
す
る
。［
明
教
七
七
五
］

15

一
八
七
九

明
治
十
二

五
月
二
十
六
日

智
山
専
門
学
林
東
校
に
お
い
て
船
岡
芳
勝
が
『
大
日
経
住
心
品
疏
』
を
講
義
す
る
。［
明
教
八
一
七
］

16

一
八
七
九

明
治
十
二

十
月
十
日

智
山
専
門
学
林
東
校
に
お
け
る
『
住
心
品
』
講
義
が
満
講
し
、
大
試
験
が
執
行
さ
れ
る
。［
明
教
八
七
八
］

17

一
八
八
〇

明
治
十
三

十
二
月

金
剛
宥
性
が
、
大
覚
寺
に
お
い
て
「
十
巻
章
」
を
二
度
、
醍
醐
寺
に
お
い
て
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
を
講

義
す
る
。［
智
誌
］

18

一
八
八
三

明
治
十
六

六
月
二
十
日

智
山
大
学
林
に
お
い
て
『
唯
識
論
述
記
』
の
講
義
が
開
講
さ
れ
る
。［
明
教
一
五
二
八
］

19

一
八
八
四

明
治
十
七

六
月

智
山
大
学
林
に
お
い
て
船
岡
芳
勝
が
『
倶
舎
論
』、
青
木
栄
豊
が
「
五
位
七
十
五
法
」、
中
山
講
義
が
『
三
教

指
帰
』、
加
藤
講
義
が
『
西
谷
名
目
』
を
講
義
す
る
。［
明
教
一
六
九
〇
］

20

一
八
八
四

明
治
十
七

十
月
一
日

智
山
大
学
林
に
お
い
て
、
船
岡
芳
勝
が
『
倶
舎
論
』
を
講
筵
す
る
。
次
い
で
『
因
明
論
』
が
講
義
さ
れ
る
。［
明

教
一
七
四
七
］

21

一
八
八
五

明
治
十
八

二
月
二
日

智
山
大
学
林
に
お
い
て
、
船
岡
芳
勝
に
よ
る
『
成
唯
識
論
述
記
』
の
講
義
が
開
講
さ
れ
る
。［
明
教
一
七
八
九
］

22

一
八
八
六

明
治
十
九

二
月

智
山
大
学
林
に
お
い
て
金
剛
宥
性
に
よ
る
『
華
厳
五
教
章
』
の
講
義
が
開
講
す
る
。［
明
教
一
九
五
九
］

23

一
九
三
四

昭
和
九

四
月
三
十
日

智
山
専
門
学
校
教
授
高
神
覚
昇
が
東
京
中
央
放
送
局
に
お
い
て
、
聖
典
講
義
「『
般
若
心
経
』
講
義
」
を
行
う

（
～
五
月
十
二
日
）。［
智
報
八
三
］

24

一
九
六
九

昭
和
四
十
四

十
一
月
五
日

那
須
化
主
が
浄
土
宗
知
恩
院
の
大
五
重
相
伝
に
お
い
て
東
密
の
事
相
を
講
義
す
る
。［
宗
報
二
三
三
］

25

一
九
七
三

昭
和
四
十
八

十
月
一
日

別
院
真
福
寺
に
お
い
て
、
那
須
政
隆
に
よ
る
第
一
回
『
金
剛
頂
経
』
講
義
が
開
催
さ
れ
る
（
～
五
日
）。
第
二

回
は
十
五
日
～
十
九
日
。［
宗
報
二
七
六
・
二
八
〇
、
六
大
三
〇
六
〇
］



『智山年表［近現代篇］』からの語彙と用例採取について

― 109 ―

26

一
九
七
四

昭
和
四
十
九

十
月
七
日

別
院
真
福
寺
に
お
い
て
智
山
教
化
研
究
所
主
催
で
、
芙
蓉
良
順
講
師
に
よ
る
公
開
特
別
研
究
会
「
十
巻
章
」

講
義
が
開
催
さ
れ
る
（
～
九
日
）。［
宗
報
二
九
一
、
六
大
三
〇
九
七
］

27

一
九
七
四

昭
和
四
十
九

十
月
二
十
八
日

別
院
真
福
寺
に
お
い
て
、
智
山
教
化
研
究
所
主
催
の
那
須
政
隆
講
師
に
よ
る
、『
釈
摩
訶
衍
論
』
講
義
が
開
催

さ
れ
る
（
～
十
一
月
二
日
）。［
宗
報
二
九
一
、
六
大
三
〇
九
九
］

28

一
九
八
一

昭
和
五
十
六

五
月
十
一
日

那
須
元
化
主
が
北
海
道
教
区
に
お
い
て
「
真
言
教
学
と
人
生
」
と
題
し
講
義
を
行
う
（
～
十
三
日
）。［
宗
報

三
六
六
・
三
六
七
］

29

一
九
八
八

昭
和
六
十
三

八
月
二
十
八
日

藤
井
化
主
に
よ
る
第
一
回
特
別
記
念
講
義
が
智
積
院
金
堂
地
下
で
開
催
さ
れ
る
（
以
後
、
毎
月
二
十
一
日
開
催
）。

［
宗
報
四
五
七
］
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《
講
伝
》

番
号

西
　
暦

和
　
暦

月
　
日

事
　
　
　
項

１

一
八
八
二

明
治
十
五

六
月
二
十
三
日

智
積
院
に
お
い
て
、
醍
醐
寺
前
座
主
金
剛
宥
性
が
『
大
日
経
奥
疏
講
伝
』、
瑜
伽
教
如
が
『
起
信
論
』
の
講
筵

を
行
う
。［
明
教
一
三
三
九
・
一
三
五
〇
］

２

一
八
八
二

明
治
十
五

八
月

智
山
大
学
林
に
お
い
て
、
金
剛
宥
性
が
『
大
日
経
奥
疏
講
伝
』
を
開
筵
す
る
。［
明
教
一
三
八
三
］

３

一
九
一
三

大
正
二

五
月

千
葉
県
君
津
成
願
寺
に
お
い
て
、
瑜
伽
前
化
主
に
よ
る
悉
曇
・
声
明
の
講
伝
が
開
筵
す
る
（
三
十
日
間
）。［
中

外
四
〇
七
七
］

４

一
九
一
七

大
正
六

六
月
一
日

東
京
根
岸
西
蔵
院
に
お
い
て
瑜
伽
前
化
主
阿
闍
梨
の
も
と
、『
新
義
声
明
大
典
』
出
版
記
念
新
義
声
明
講
伝
（
～

十
日
）、
十
一
日
か
ら
は
上
野
東
京
音
楽
学
校
に
お
い
て
声
明
講
伝
が
開
筵
す
る
（
～
二
十
日
）。
二
十
一
日
、

西
蔵
院
に
お
い
て
声
明
印
可
が
開
壇
さ
れ
る
。［
智
嶺
一
九
四
・
一
九
六
、
六
大
七
一
三
］

５

一
九
一
七

大
正
六

九
月
二
十
八
日

高
尾
山
薬
王
院
に
お
い
て
瑜
伽
前
化
主
大
阿
闍
梨
と
し
て
教
相
（
六
大
法
身
）、
事
相
（
抜
次
第
、
薄
草
紙

初
二
重
）、
声
明
法
式
（
悉
曇
摩
多
体
文
）
の
講
伝
が
開
筵
す
る
（
～
十
月
二
十
二
日
）。［
智
嶺
一
九
九
・
二

〇
〇
・
二
〇
一
］

６

一
九
二
二

大
正
十
一

五
月
一
日

長
野
県
岡
谷
照
光
寺
に
お
い
て
理
趣
経
講
伝
が
開
筵
さ
れ
る
。
丸
山
貫
長
が
講
師
・
阿
闍
梨
を
勤
め
る
。

［
智
嶺
二
五
三
］

７

一
九
二
六

大
正
十
五

十
月
二
十
一
日

埼
玉
県
鴻
巣
法
要
寺
に
お
い
て
林
田
光
禅
・
五
十
嵐
光
竜
に
よ
る
『
理
趣
経
』
講
伝
な
ら
び
に
声
明
法
式
講

習
が
開
催
さ
れ
る
（
～
三
十
日
）。［
智
嶺
三
〇
七
・
三
〇
八
］

８

一
九
二
八

昭
和
三

十
月
二
十
一
日

栃
木
県
氏
家
薬
王
寺
に
お
い
て
林
田
光
禅
を
講
師
と
し
て
『
理
趣
経
』
講
伝
を
開
講
す
る
（
～
二
十
七
日
）。［
智

報
一
五
］
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９

一
九
三
〇

昭
和
五

六
月
一
日

智
積
院
に
お
い
て
和
田
大
阿
闍
梨
の
も
と
雲
伝
神
道
の
講
伝
が
開
筵
す
る
（
～
三
十
日
、
七
月
四
日
～
六
日
）。

［
六
大
一
三
六
九
・
一
三
七
三
・
一
三
七
七
、
中
外
九
二
四
一
］

10

一
九
三
三

昭
和
八

九
月
十
二
日

東
京
第
一
号
支
所
に
お
い
て
東
京
愛
宕
真
福
寺
を
道
場
に
智
山
専
門
学
校
高
井
観
海
を
講
師
と
し
て
、
金

剛
胎
蔵
両
部
幸
心
流
の
講
伝
を
開
筵
す
る
（
～
十
六
日
）。［
六
大
一
五
三
三
、
中
外
一
〇
二
〇
五
］

�

※
こ
れ
は
「
伝
授
」
に
あ
た
る
か

11

一
九
七
八

昭
和
五
十
三

十
月
十
日

川
崎
大
師
平
間
寺
に
お
い
て
、
那
須
元
化
主
を
阿
闍
梨
と
し
て
曼
荼
羅
講
伝
が
開
筵
す
る
（
～
十
六
日
）。［
宗

報
三
三
六
・
三
三
九
］
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《
開
講
》

番
号

西
　
暦

和
　
暦

月
　
日

事
　
　
　
項

講
義
／
講
伝

１

一
八
七
八

明
治
十
一

八
月
十
九
日

智
山
専
門
学
林
東
校
に
お
い
て
飯
島
道
宝
が
、『
性
霊
集
』
を
開
講
す
る
。［
明
教
六
八
七
］

講
義

２

一
八
八
〇

明
治
十
三

一
月
八
日

智
山
専
門
学
林
西
校
に
お
い
て
連
存
教
に
よ
る
『
理
趣
経
純
秘
抄
』
を
開
講
す
る
。［
明
教
九

二
〇
］

講
義

３

一
八
八
〇

明
治
十
三

二
月

智
山
の
春
講
釈
は
『
弁
顕
密
二
教
論
』『
菩
提
心
論
』
で
あ
っ
た
が
、
生
徒
の
要
望
に
よ
り
併

せ
て
『
大
乗
起
信
論
』
を
開
講
す
る
。［
明
教
九
三
四
］

講
義

４

一
八
八
〇

明
治
十
三

六
月
八
日

智
山
専
門
学
林
西
校
に
お
い
て
伊
佐
弁
盈
が
『
弁
顕
密
二
教
論
』
を
開
講
す
る
。［
明
教
九
九

七
］

講
義

５

一
八
八
〇

明
治
十
三

七
月
一
日

智
山
専
門
学
林
東
校
に
お
い
て
船
岡
芳
勝
が
『
大
乗
起
信
論
義
記
』
を
開
講
す
る
。［
明
教
一

〇
〇
二
］

講
義

６

一
八
八
〇

明
治
十
三

九
月

智
山
専
門
学
林
西
校
に
お
い
て
伊
佐
弁
盈
に
よ
る
『
弁
顕
密
二
教
論
』
が
満
講
し
、『
菩
提
心

論
』
が
開
講
す
る
。［
明
教
一
〇
四
七
］

講
義

７

一
八
八
一

明
治
十
四

一
月
八
日

智
積
院
に
お
い
て
、
連
存
教
が
『
悉
曇
字
記
』
を
開
講
す
る
。
ま
た
日
野
栄
順
が
声
明
指
南
、

次
い
で
『
華
厳
五
教
章
』
を
開
講
す
る
。［
明
教
一
〇
九
九
］

講
義

８

一
八
八
二

明
治
十
五

九
月
二
日

智
山
大
学
林
に
お
い
て
、
瑜
伽
教
如
に
よ
る
『
百
法
問
答
鈔
』
が
開
講
さ
れ
る
。［
明
教
一
三

八
三
］

講
義

９

一
八
八
三

明
治
十
六

四
月

智
山
大
学
林
に
お
い
て
、
瑜
伽
教
如
に
よ
る
『
百
法
問
答
鈔
』
が
開
講
さ
れ
る
。［
明
教
一
四

八
七
・
一
四
九
三
］

講
義

10

一
八
八
三

明
治
十
六

四
月

智
山
大
学
林
に
お
い
て
、
附
属
中
学
生
の
た
め
に
、
青
木
栄
豊
に
よ
る
『
西
谷
名
目
』
が
開

講
す
る
。［
明
教
一
四
九
三
］

講
義
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11

一
八
八
三

明
治
十
六

六
月
二
十
日

智
山
大
学
林
に
お
い
て
『
唯
識
論
述
記
』
の
講
義
が
開
講
さ
れ
る
。［
明
教
一
五
二
八
］

講
義

12

一
八
八
五

明
治
十
八

二
月
二
日

智
山
大
学
林
に
お
い
て
、
船
岡
芳
勝
に
よ
る
『
成
唯
識
論
述
記
』
の
講
義
が
開
講
さ
れ
る
。［
明

教
一
七
八
九
］

講
義

13

一
八
八
六

明
治
十
九

二
月

智
山
大
学
林
に
お
い
て
金
剛
宥
性
に
よ
る
『
華
厳
五
教
章
』
の
講
義
が
開
講
す
る
。［
明
教
一

九
五
九
］

講
義

14

一
九
一
二

明
治
四
十
五

二
月
二
十
一
日

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
最
勝
院
に
お
い
て
、
瑜
伽
教
如
元
化
主
の
指
導
に
よ
り
、
声
明
法
式
の
練

習
会
が
開
講
さ
れ
る
（
～
三
十
日
）。［
智
嶺
一
三
三
、
中
外
三
五
九
六
］

講
義

15

一
九
二
四

大
正
十
三

十
月
一
日

私
立
大
学
智
山
勧
学
院
に
お
い
て
智
山
専
修
学
院
の
第
二
期
が
開
講
さ
れ
る
。
期
間
は
翌
年

三
月
末
ま
で
。

［
中
外
七
四
五
八
］

講
義

16

一
九
二
八

昭
和
三

十
月
二
十
一
日

栃
木
県
氏
家
薬
王
寺
に
お
い
て
林
田
光
禅
を
講
師
と
し
て
『
理
趣
経
』
講
伝
を
開
講
す
る
（
～

二
十
七
日
）。［
智
報
一
五
］

講
伝

17

一
九
七
〇

昭
和
四
十
五

十
月
六
日

那
須
化
主
を
招
き
、
別
院
真
福
寺
に
お
い
て
『
大
日
経
住
心
品
』
の
第
一
回
公
開
講
座
を
開

講
す
る
（
～
九
日
）。
第
二
回
目
は
十
一
月
九
日
～
十
二
日
、
第
三
回
目
は
十
一
月
二
十
四
～

二
十
八
日
。［
宗
報
二
四
二
・
二
四
三
・
二
四
四
、
六
大
二
九
六
四
・
二
九
七
三
］

講
義

�

※
こ
こ
で
の
網
か
け
部
分
は
「
講
義
」「
講
伝
」
の
項
目
と
重
複
す
る
部
分
で
あ
る
。

《
開
演
》

番
号

西
　
暦

和
　
暦

月
　
日

事
　
　
　
項

講
義
／
講
伝

１

一
八
七
八

明
治
十
一

十
二
月
十
一
日

智
山
専
門
学
林
東
校
に
お
い
て
吉
堀
慈
恭
が
『
秘
蔵
宝
鑰
』
を
開
演
す
る
。［
明
教
七
五
三
］

講
義

�

※
「
開
演
」
は
こ
れ
の
み
。



現代密教　第27号

― 114 ―

註（
１
）
佐
藤
師
を
お
招
き
し
た
講
演
会
の
内
容
は
、
現
代
密
教
第
二
十
六
号

（
一
七
三
―
一
八
八
頁
）
を
、
石
井
師
に
つ
い
て
は
宗
報
二
〇
一
五

（
平
成
二
十
七
）
年
十
月
号
（
十
一
―
十
二
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
２
）
五
十
五
―
七
〇
頁
。
該
当
箇
所
に
つ
い
て
は
六
十
二
―
六
十
三
、
六

十
七
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
３
）
貝
谷
師
は
前
述
の
論
文
内
で
「
瑜
伽
教
如
猊
下
は
声
明
の
伝
授
に
あ

た
っ
て
も
講
伝
と
さ
れ
て
い
る
」（
六
十
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
４
）
十
五
―
三
十
一
頁
。
該
当
箇
所
に
つ
い
て
は
十
五
―
十
六
頁
を
参
照

の
こ
と
。

（
５
）
該
当
箇
所
に
つ
い
て
は
五
十
五
―
五
十
九
頁
を
参
照
の
こ
と
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
講
義　

講
伝　

伝
授


